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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　平成30年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　札幌市北方自然教育園の設置目的及び目指す成果を
常に念頭におき、より多くの市民が自然とふれあい、関心
や学びを深められる機会を提供すべく開かれた施設運営
を目指した。
　また、新学習指導要領の基本方針である「主体的・対話
的で深い学び」の実現を念頭に、学びと社会のつながりを
より意識できるような支援を行うとともに、自らが課題を見
つけ、解決のため主体的に行動できる人材の育成を目指
した。

   運営計画の周知
徹底および日常の
連絡体制の強化に
より、基本方針を全
職員が理解し、業務
を円滑に遂行するこ
とができた。

　学習館等施設の利用に対しては、年齢、性別の有無等
により制限はしていない。
　公平で平等な市民対応を原則とし、個別の要望・事例に
も誠実に耳を傾け利用者と向き合う姿勢を維持すること
に努めた。
　また、貸室有料利用に関してもよりよく施設を利用して
いただくため、利用内容の確認などきめ細やかに対応を
した。

   公平かつ平等に
利用いただける環
境を維持することに
努めた。

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

業務の範囲

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

非公募の場合、その理由：

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

指定管理者評価シート

事業名 北方自然教育園運営管理 所管課（電話番号） 札幌市教育委員会　学校教育部　教育推進課　研修担当（671-3410）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

昭和63年 延床面積

　サービス水準の
向上に向けた適
切な管理運営を確
保するため、全職
員及び関係機関と
連携をとり、各業
務の全体を統括し
ている。

名称

募集方法

札幌市北方自然教育園 所在地 札幌市南区白川1814番地

統括管理業務、施設・設備等の維持管理に関する業務、事業の計画および実施に関する業務、施
設の利用等に関する業務、管理業務に付随する業務

（公財）さっぽろ青少年女性活動協会

平成30年4月1日～令和5年3月31日

所管局の評価

施設数：１施設

名称

稲作・畑作の体験、幼稚園・学校で扱う教材用生物の提供、標本の展示および動植物の生態観察
の場の提供、教職員の研修の場の提供、親子対象の自然体験学習会の実施

項　目 実施状況

2076㎡

主要施設

市民が北国の自然環境の中で体験的・創造的に学習できる場を提供するとともに、動植物に関す
る標本展示等を行うことにより、市民の教育および文化の向上に資する。

学習館、第１温室、第２温室、昆虫観察館、倉庫、野外物置

公募
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　各業務とも、毎月末に業務完了届を提出させ業務検査
を実施。また、日常業務においては定期的に履行確認を
行い、適正に業務が遂行されているかチェックした。

　すべて良好に業務
を遂行しており、目
立った異常はなかっ
た。

   運営状況、事業
実施内容について
評価をいただくとと
もに、広報媒体を有
効活用し利用拡大
につなげる等のご
意見をいただいた。

・平成30年度札幌市北方自然教育園
施設
 運営および事業計画について
・札幌市北方自然教育園運営状況報
告

・平成30年度札幌市北方自然教育園
運営状況報告について
・平成31年度札幌市北方自然教育園
事業計画について

＜協議会メンバー＞

札幌市立藤野小学校校長
白川地区町内会会長
北海道薬科大学名誉教授
札幌市教育委員会教育センター所長
（公財）さっぽろ青少年女性活動協会野外施設部長

　エネルギー管理標準に基づき、電気・ガス・水道・燃料
の使用、塵芥処理量など環境へ配慮した施設運営を行
なった。
　また、エネルギー消費量を継続的に記録し、職員のエネ
ルギー消費削減の意識を高めた。

   当財団の環境行
動計画に基づき運
営することにより、
電気、水道、灯油等
の節約およびごみ
の減量に努めた。

　統括管理者の担当課長以下、施設には指導員及び農
業スタッフを配置し、円滑な施設運営を行った。また、農
作業、昆虫等飼育など専門的な知識が要求されることか
ら業務分担を行い職員間のバックアップ体制も併せて整
えた。
　当財団では、労働基準法、男女雇用機会均等法、育
児・介護休業法等の労働関係法令を遵守するとともに、
厚生労働省ストレスチェック制度の導入及び職員のため
のメンタルヘルス相談窓口を開設し（産業カウンセラー）、
雇用環境維持に努めている。

　専門的知識を有す
る職員を配置し、業
務引き継ぎについ
てはスムーズに進
むような採用を考慮
した。
　また、作業および
事業面においてボ
ランティアの協力を
得ながら運営するこ
とができた。

　日々の業務は朝礼等で報告・確認を行い、連絡事務
等、情報の共有を図り迅速な対応に努めた。必要な技術
研修、自己啓発研修など適宜実施した。

   業務上、判断が
難しい案件等には
その都度所管担当
課と相談し、速やか
に対応した。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

協議・報告内容

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催回

第１回

平成30年
9月26日

実施

第2回

平成31年
3月11日

実施
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　市民からの要望・
苦情等は、「利用相
談処理票」を作成
し、担当課および財
団本部並びに札幌
市教育センターと連
携した体制を整え備
えた。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）
 
　年間の事業計画書をはじめとする提出書類や業務日誌
等の日常記録書類、および統計資料等、何れも当初の計
画どおりデータとして保存し、照会等速やかに対応ができ
るよう実施した。各事業においてはアンケート調査を実施
し、事業満足度の向上に努めた。また、札幌市の財務・業
務検査等に対し、誠実に対応した。

  各記録、統計資料
の整備に努め、財
務・業務検査等につ
いても適切に対応し
た。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

　労働関係法令遵守のため、様々なセミナーや研修会に
参加して関係法令の理解を高める取組みを行った。
　また、雇用環境維持向上のため、雇用の安定を図りな
がら、特に若年層の賃金等の見直しを進める。

　 関係法令等を順
守し、管理運営体制
の向上を図った。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

・安全・危機管理対策
　不測の事態に備え、緊急連絡体制を整備した。また消
防計画にて自衛消防隊を組織し、消防訓練を実施した。

・連絡体制確保
　各関係機関との連絡体制を整備した。

・保険加入
　施設賠償責任保険および損害賠償責任保険に加入し、
事故に備えた。

　不測の事態に備
え連絡体制を整え
運営にあたった。大
きな事故につながる
事はなく、安全な環
境を提供することで
きた。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

   資金は当財団事務局で集中管理しており、ネットワーク
システムの導入により、適正かつ迅速に経理処理してい
る。事業における参加料等は概ね収入当日または翌日
には財団指定金融機関口座へ預入を完了させ、資金管
理を徹底して事故防止に努めた。

   現金等の取り扱
いについては、財団
財務規程および金
券等取扱要領を遵
守し、業務を遂行し
た。

▽　要望・苦情対応

　 市民からの要望・苦情等は、「利用相談処理票」を作成
し、担当課および財団本部並びに札幌市教育センターと
連携し迅速かつ誠意ある対応に努めた。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　労働関係法令を
尊守するとともに、
職員一人ひとりが
安心して働ける環
境を整備し、職場
における労働条件
の維持向上を図っ
ている。

 各業務の実施に
ついては、利用者
等の安全確保を
第一に優先すると
ともに、市民サー
ビスの向上につい
て十分に配慮して
いる。
　また、清掃業
務、警備業務、施
設及び設備保守
点検業務等につ
いては、適切な業
務計画のもと、円
滑な管理運営を
行っている。
　

 さらに、地震、火
災、風雪害等の災
害及び事故による
傷病等が発生した
場合に迅速かつ
的確な対応ができ
るよう防災計画を
定めるとともに日
頃から訓練を行
い、利用者・職員
等の安全確保を
図っている。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　消防訓練を実施
し、災害時における
各自の役割を再確
認した。

（4）事業の計
画・実施業務

▽農業体験の機会の提供に関する業務

　市立幼稚園・学校の子どもたちに農業体験の機会を通
じて自然環境や食べ物の大切さを理解していただく機会
として実施した。
(体験農場対象作物：畑作[枝豆、ﾄｳﾓﾛｺｼ、ｲﾓ、ｶﾎﾞﾁｬ]、
水田、梨、ｻｸﾗﾝﾎﾞ)

　天候等による環境
の変化に対しては
臨機応変に対応し、
計画どおり体験機
会を提供することが
できた。
　また、作物の育成
状況などの解説も
行ない学習効果を
高めることができ
た。

　いずれの業務に
おいても委託業者と
連携し万全な状態
を維持することによ
り、突発的な不具合
に対しても迅速に対
応した。

　園内の建物および主要箇所の日常清掃等は職員が
行い、特別清掃は清掃会社に委託し実施した。また、
巡回点検により突発的な汚れに対処し環境衛生に努
めた。

警備業務

　夜間警備、年末年始を含めた休業日等の警備など主
たる警備業務は専門の警備会社に委託し実施した。ま
た、事故や自然災害など不測の事態に対しては、緊急
連絡体制を整備、その対応に備えた。

設備保守点検業務

　設備保守点検は、専門の業者に委託して実施した。
また、簡易な機械類については指定管理者が巡回点
検の中で実施した。
主な実施項目については以下のとおり。
・自家用電気工作物保安業務
・浄化槽維持管理業務
・冷暖房用設備保安管理業務
・受水槽清掃業務
・温風器整備点検業務
・小型温風器整備点検業務

施設維持管理業務

　敷地内外溝、緑地等の美観保持については、専門業
者に委託し実施した。
また、簡易的な剪定や移植あるいは冬囲い等について
は指定管理者が実施した。

消防設備保守点検業務

　消防設備については、専門業者に委託し保守点検を
実施した。（２回［機能・総合点検］）

自動扉開閉装置保守点検業務

　自動扉保守点検は専門の業者に委託し実施した。

▽　防災

清掃業務

　消防設備保守点検業務、消防訓練の実施をした。
　消防設備については、専門業者に委託し保守点検を実
施した。
　初期消火の消防訓練を行い緊急事態に備えた。

事業の計画につ
いては、当園の設
置目的を達成する
ことができる事業
を企画・立案して
いる。
　実施においては
利用する市民や
園・学校の希望に
応えるよう適切か
つ円滑に業務して
いる。

 各業務の実施に
ついては、利用者
等の安全確保を
第一に優先すると
ともに、市民サー
ビスの向上につい
て十分に配慮して
いる。
　また、清掃業
務、警備業務、施
設及び設備保守
点検業務等につ
いては、適切な業
務計画のもと、円
滑な管理運営を
行っている。
　

 さらに、地震、火
災、風雪害等の災
害及び事故による
傷病等が発生した
場合に迅速かつ
的確な対応ができ
るよう防災計画を
定めるとともに日
頃から訓練を行
い、利用者・職員
等の安全確保を
図っている。
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　小学校休業期間
を活用し、継続的に
生物に係る体験学
習の場を提供するこ
とができた。

▽　自然体験等の学習機会の提供に関する業務

　　市民を対象にした「自然体験学習会」を実施し利用促
進を図った。
・地域の自然・環境教育事業（自然観察・農業体験等）
・小学校夏期・冬期休業期間における自然素材を活用し
たものづくり事業
・季節、催事にあわせた事業
（7事業全16回122組421人）

　幅広い世代の方
に自然環境へ親し
みや理解を深めて
いただけるよう各種
機会を提供すること
ができた。

▽　自然体験や展示に関する情報の収集および提供に
関する業務

　関連施設および組
織との連携事業に
より広く市民の方に
自然環境に係る情
報提供を行うことが
できた。

　自然体験や展示を行う市民および団体への情報提供、
交流の促進により市民活動を支援した。
・市民ボランンティア事業
市民ボランティア事業（大人）の人材育成事業
（登録12人109回延べ189人）
・教育機関支援事業
自然環境および生物に係る情報提供および支援を行なっ
た。
（通年随時）

　園内環境整備や
展示・主催事業の
サポート等を通じ
て、ボランティアの
自主的な活動を支
援し、自己実現の機
会を提供した。
　また、専門性の高
い情報提供を行うこ
とを目的として関連
施設との連携を深
めることができた。

　生物教材配布校からの飼育に関する相談については、
それぞれの環境に適した飼育方法について適宜アドバイ
スを行った。また、パネル展示見学者には随時窓口対応
にて質問に回答した。

　質問に対して真摯
に対応し、自然環境
に興味を持つきっか
けを提供することが
できた。

▽　自然体験や展示に関する相談業務

　自然体験や展示に関する情報収集を実施した。
・南区地域情報提供および事業(南区シーニックバイウェ
イスタンプラリー、いきものつながるスタンプラリー)の実施
協力を行った。

▽　自然体験や展示に関する市民の自主的な活動およ
び交流支援に関する業務

　主に生物教材展示室にて飼育している生物等の世話を
通じて生物の生態や飼育する際の留意点等を知る機会と
して実施した。
　また、小学校夏・冬・春休業期間に昆虫飼育体験事業を
実施した。
（12組　35名）

▽　教材用生物の提供に関する業務

　市立幼稚園・学校向けに教材用生物の提供を行ない、
昆虫や植物の生態を理解していただく機会として実施し
た。
(提供生物教材:ｲﾈ･ﾍﾁﾏ･ｺｵﾛｷﾞ･ｶｲｺ)

　希望校全てに教
材を提供することが
できた。

▽　自然観察や採集等の学習機会の提供に関する業務

事業の計画につ
いては、当園の設
置目的を達成する
ことができる事業
を企画・立案して
いる。
　実施においては
利用する市民や
園・学校の希望に
応えるよう適切か
つ円滑に業務して
いる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２　自主事業その他

▽　自主事業

　白川市民の森にて、動物の痕跡や樹木の冬芽を観察しながらス
ノーシューで森林内を歩き、身近な札幌の自然にふれ合う機会を提
供した。
　また、地域住民と共用している白川水源池を合同で草刈りと用水
路の整備を行った。水源池の入口付近から一斉に草刈りを行い、
用水路に溜まった草などを除去し整備した。

　地域の自然に係
る事業を実施するこ
とにより周辺地域の
魅力発信に貢献す
ることができた。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

　物品の調達および再委託業務に関しては、すべて札幌市内の企
業を活用した。　福祉施策としては、65歳以上の高齢者を臨時職員
として雇用し、高齢者の働ける環境を確保した。

　高齢臨時職員は
体験農園の生育管
理および園内環境
整備スタッフとして
配置した。

リーフレットの作
成・配布、インター
ネットホームペー
ジの更新、広報誌
やフェイスブックを
活用した広報を行
い、施設のＰＲや
情報提供に努め
ている。

　自主事業（平成
23年度より実施）
については、当園
の設置目的を踏ま
え、適切に計画・
実施されている。

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免0件、　還付0件

▽　利用促進の取組

  ホームページや窓口対応にて学習館の利用につなが
る情報提供に努めるとともに、ウェブアクセシビリティに
対応したホームページの改修について検討を行った。

（6）付随業務 ▽　広報業務

　管理業務に付随するものとして施設のPRや情報提供に
努めた。
　・施設紹介リーフレットを作成し市内小中学校および公
共施設に配布した。
　・主催事業については当財団発行「あそぼ」「キャンプの
ちから」への継続掲載を行った。

　施設紹介リーフ
レットおよびフェイス
ブックページなどを
活用し、施設周知を
進めることができ
た。

▽　引継ぎ業務

　前回から継続指定のため、引継ぎ業務なし

H29実績 H30計画 H30実績 　特定団体のリピー
ト利用が入り、多目
的室、工作室ともに
昨年度より大幅に
利用件数および人
数が増加した。

多目的室

件数(件) 3 - 6

人数(人） 82 - 226

稼働率(％) 1 - 1.5

工作室

件数(件) 0

0 - 0.5

▽　その他、設置目的を達成するために必要な業務

施設の使用申込
の受付、使用の承
認、利用料金の徴
収等に関する業務
を円滑に行ってい
る。
　平成29年度の実
績と比較すると、
有料貸室利用が
増えたが、施設の
更なる利用促進に
ついては、引き続
き今後も工夫・改
善が必要である。

　設置目的を達成するために必要な業務として、自然環
境学習・研修を実施し、学習活動の推進を図った。
・教職員研修事業
　生物教材の取扱留意点の学習と飼育栽培、農業体験
研修等を実施した。
・自然ふれあい事業
　生物博物系標本のロビーミニ展示の実施。

- 2

人数(人） 0 - 53

稼働率(％)

　所管部局担当課と
協議検討し、受け入
れ体制を整えて、研
修の補助を行った。

（5）施設利用
に関する業務

▽　利用件数等
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（様式３）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　説明
　多目的室および工作室の利用増加により利用料金収入は増加した
が、その他事業収入は減収となった。支出については、経費削減などを
心掛け、当初計画より支出額を減らすことができた。残りの指定管理期
間で適正な予算執行を心掛け収支相償が果たせるように検討していく。

　コスト削減の取
組については、適
切に行われてい
る。
　今後も利用料金
や自主事業の収
入増に向けた工
夫や努力に期待し
たい。

利益還元 0

法人税等 0

純利益 -2,561 112 2,673

指定管理業務支出 32,800 30,068 ▲ 2,732

自主事業支出 44 0 ▲ 44

収入-支出 ▲ 2,561 112 2,673

その他 400 357 ▲ 43

自主事業収入 65 1 ▲ 64

支出 32,844 30,068 ▲ 2,776

４　収支状況

▽　収支 （千円）

項目 30年度計画 30年度決算 差（決算-計画） コスト削減を意識
し、収支の改善に取
り組んだ。収入 30,283 30,180 ▲ 103

指定管理業務収入 30,218 30,179 ▲ 39

指定管理費 29,783 29,783 0

利用料金 35 39 4

　利用者アンケート
結果は、各項目とも
高評価を得ることが
できた。
　また、利用者アン
ケートの意見を参考
に、事業内容の強
化を行い、よりニー
ズに即した内容を提
供することができ
た。

結果概
要

　施設の総合的な満足度として学習館内展示室、学習
館掲示物、園内の掲示および自然環境に関する調査
および職員の接遇に関する内容により調査を実施。
・総合的な満足度は目標80％に対し90.6％であった。
・接遇に関する満足度は目標80％に対し90.1%であっ
た。
その他の指標については以下のとおり。
・学習館における展示に係る満足度：84.1%
・園内全体の展示および自然環境に係る満足度：97.5%

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

学習館入館者1件に対して1枚のアンケート用紙を配付
し退館時に回収した。

　アンケート自由記入欄では「スタッフに好感が持て楽
しかった。」「駐車場と施設が近く、コンパクトで利用しや
すいと思った」「自然体験が学べる施設なので永続的に
運営をお願いしたい。」などの評価のほか「水生生物の
展示や植物のディスプレイをもう少し工夫して欲しい。」
「飼育上の注意点やエサのやり方・頻度などの提示が
あったら嬉しい」「フェイスブックに積極的に情報を載せ
て欲しい」などの要望があった。
　要望等については、職員間において情報共有を行な
い、施設運営及び事業内容の充実に努めたほか、運営
協議会においては各委員より意見および助言をいただ
いた。

３　利用者の満足度

当園の利用者に
ついて、アンケート
調査を行うととも
に、その結果を業
務改善に生かして
いる。
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Ⅲ　総合評価

・個人情報の取扱いについては、札幌市個人情報保護条例および
当財団個人情報保護規程に基づき適正に処理を行っている。ま
た、個人情報の開示の要望はなし。
・情報公開条例に基づき適正に対応を行っている。
・札幌市行政手続条例に基づき適正に処理を行っている。
・札幌市暴力団の排除の推進に関する条例に基づき、暴力団が利
することにならないよう、第三者委託および物品購入等において、
暴力団および暴力団関係事業者と契約しないよう積極的に取り組
んだ。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

　当該施設の最大の使命である市内の小中学校を対象
とした「農業体験の提供」においては、受け入れ校すべて
において、安定的に体験機会の提供を行うことができ
た。
　新たな取組みとして、水田体験参加校への出前授業を
実施。水田体験に参加した全14校への出前授業を実施
し学習指導要領に則したプログラムを提供することがで
きた。
　また、市民を対象とした自然体験の事業についても、園
内のフィールドを生かして、自然環境と農作物や果樹、
生き物についての学びや理解を得られる機会を提供す
る事ができた。
　営繕業務においては今年度よりNPO法人ネイチャープ
ログラムデザインを再委託業者に指名。運営ノウハウの
伝承までには時間を要するが、日常業務におけるアドバ
イスや作業のマニュアル化を図り農業技術伝承に努め、
業務の効率化に努めた。

　札幌市の野外教育施設として、学校教育における自然
体験活動機会の提供を第一義と捉え、農業を中心とした
体験学習機会を安定的に提供するとともに、教育的視点
を持って学校教育を積極的にサポートし、多くの市民に
活用いただける施設を目指して提供プログラムの開発を
行う。
　また北方自然教育園を含めた白川地区の知名度向上
を図るためSNSを活用した広報活動、市内の自然環境や
動植物についてのセミナーなどを実施し、白川地区にお
ける自然環境の保全や共生について考える機会を提供
していく。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

　各事業実施時には、コスト意識の醸成を図りながら、収支バラン
ス等を適時把握することで、将来にわたって安定経営能力を維持す
ることが出来るよう努めた。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条
例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

平成30年度は、当園の設置目的を達成することのできる
事業として、体験等の学習機会の提供や生物教材の配
付など、学校教育活動を支える事業を推進し、札幌市の
教育に大きく寄与している。
今後も積極的にコスト削減に取り組み、収支の改善に努
め、本施設の設置目的達成のため、業務を推進すること
を期待する。

　利用料金収入や自主事業収入による収入増に向けた
更なる工夫・努力が必要である。

8


